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みんなの「知らない」をカタチにする

2026年1月8日

2026年2月期 第3四半期

決算説明補足資料

証券コード：6469

想定質問

・経費がさらに先送りとなり、大幅な上方修正で着地することはあるか。

また、その場合、来期の業績予想への影響を教えて欲しい。

・一過性経費について詳しく教えて欲しい。

延期していた修繕費と増員による採用費用＋研究開発費で合っているか。

・防衛装備品やガスタービンで更なる需要増が見込まれるが、ボトルネックとなる箇所
はどこか。

・技術者の人員採用について、進捗を教えて欲しい。

・中計の上方修正は可能性としてどうか。そのための課題などがあれば教えて欲しい。
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□ 2026年2月期 第3四半期決算のポイント

□ 2026年2月期 第3四半期決算概要（連結）

□ 2026年2月期 第3四半期利益の変動要因

□ 事業概要

□ 2026年2月期 第3四半期セグメント別概要

□ 連結貸借対照表

□ 2026年2月期 通期連結業績予想
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2026年2月期第3四半期 決算のポイント

◆売上高10,519百万円 前年同期比14.0％増
●全セグメントにおいて増収

◆営業利益857百万円 前年同期比173.0％増

 ●一部製品の価格改定の効果に加え、

 放電加工・表面処理セグメントの生産拡大が寄与し増益

◆親会社株主に帰属する四半期純利益485百万円 

◆2025年10月2日に発表した通期連結業績予想は変更なし
●売上高は前期比+9.3％の成長、営業利益は+16.1％を予想

2026年２月期

第3四半期

連結業績の総括

2026年２月期

通期業績見通し

◆2025年10月2日に発表した通期連結業績予想を据え置き
●外部環境は計画想定内で堅調
●投資タイミングにより下期後半に一過性経費や先行投資費用が集中
●通期の売上高は前期比+9.3％の成長、営業利益は+16.1％を予想
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25年2月期
第3Q実績

26年2月期
第3Q計画※

26年2月期
第3Q実績

前期差
増減

計画差
増減

売 上 高 9,226 10,557 10,519 +1,292 ▲38

売 上 原 価 7,127 7,979 7,810 +682 ▲169

売 上 総 利 益 2,098 2,578 2,708 +610 +130

販 管 費 1,784 1,911 1,850 +66 ▲60

営 業 利 益 314 667 857 +543 +190

営 業 外 損 益 ▲32 ▲66 ▲63 ▲30 +3

経 常 利 益 281 600 794 +512 +194

特 別 損 益 16 ▲20 ▲18 ▲34 +2

税 金 等 調 整 前

四 半 期 純 利 益
298 580 776 +478 +196

法 人 税 等 99 203 264 +165 +61

四 半 期 純 利 益 198 376 511 +312 +135

非支配株主に帰属する

四 半 期 純 利 益
8 18 26 +17 +7

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益
190 357 485 +294 +127

2026年2月期第3四半期 決算概要（連結）
（単位：百万円）

※26年2月期第3Q計画：25年10月2日公表 業績予想

65期のStory（計画）

放電

・航空機は１年を通しコロナ前で推移

・防衛10億

・ガスタービン先行投資で停滞

・遠心圧縮機はMCO増も荏原減で通期減

金型

・２分野とも横ばい、低位安定

・セラ下期に開発アイテム（高利益）

機械装置

・期ずれ売上、MFのセグ変更で増収

・プレス部品値上げで利益確保

★１０月開示計画比

売上は想定通り

利益は航空機エンジン部品やガスタービン部品が想定より

高い操業を維持したことによる原価低減効果が寄与。

更に本社費等の計画経費を延期したことで増益

営業利益+の計画比+2.5億の内訳

操業度向上による増益+1億

★計画経費の延期約1.5億・・・4Qへ見込む

製造経費▲70M

→（設備、人件費）

販管費▲80百万円

→主に本社費▲60M（研究開発、業務委託費）
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▲ 38

169 60 2 0 1 1

▲ 68
357

485

計画純利益 売上高 売上原価 販管費 営業外収益 営業外費用 特別利益 特別損失 法人税他 当期純利益

放電加工・表面処理の高稼働による原価低減効果が寄与

1,292

▲ 682 ▲ 66 ▲ 3 ▲ 27 ▲ 11 ▲ 23
▲ 183190

485

前期純利益 売上高 売上原価 販管費 営業外収益 営業外費用 特別利益 特別損失 法人税他 当期純利益

生産量の増加に伴う変動費の増加、ガスタービン部品等の重要投資関連費用（増員および修繕費等）

2026年2月期第3四半期 利益の変動要因

当期純利益の
変動要因

経常利益の
変動要因

（単位：百万円）

営業利益の
変動要因

全セグメントにおいて増収

※純利益：親会社株主に帰属する四半期純利益
※法人税他：法人税等および非支配株主に帰属する四半期純利益

金型が増収も放電加工・表面処理および機械装置等が減収

※計画比：25年10月2日公表 業績予想

前期比

変動要因

計画比

変動要因

予定経費の時期ズレに伴う減少

増益に伴う増加

増益に伴う増加

採用費用等の増加

計画比・原価）昨年に引
き続き修繕費もまだ
計画以下

→厚木・小牧の設備故障
など増えそうな要因は
あるので記載なしで
OKか
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68%

24%

8%

放電加工・表面処理 金型 機械装置等

27%

11%

39%

18%

5%

航空・宇宙 交通・輸送 環境・エネルギー 住宅 機械設備

64%
27%

9%

19%

11%

43%

20%

7%

セグメント別/事業分野別売上構成比率（連結）

事業概要

25年2月期
第3Q実績

92億 

26年2月期
第3Q実績

105億 

放電加工・表面処理 
●
●
●

航 空 ・ 宇 宙
交 通 ・ 輸 送
環境・エネルギー

～航空機エンジン部品
～自動車表面処理部品
～ガスタービン部品

機 械 装 置 等 
●
●

機 械 設 備
交 通 ・ 輸 送

～プレス機・プレス付帯設備
～自動車関連プレス部品

金 型 ●
●

住 宅
交 通 ・ 輸 送

～アルミ押出用金型
～セラミックスハニカム押出用金型

セグメント別

事業分野別

前期）売上構成比率
もセグメント変更
に合わせて変更
済みです
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25年2月期
第3Q実績

26年2月期
第3Q計画※

26年2月期
第3Q実績

前期差
増減

計画差
増減

売
上
高

放 電 加 工 ・ 表 面 処 理 5,948 7,222 7,208 +1,259 ▲13

航 空 ・ 宇 宙 1,735 2,821 2,825 +1,090 +3

交 通 ・ 輸 送 246 282 268 +21 ▲13

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 3,966 4,118 4,114 +147 ▲3

営業利益 953 1,343 1,465 +511 +121

売
上
高

金 型 2,470 2,479 2,490 +19 +11

住 宅 1,853 1,891 1,924 +71 +33

交 通 ・ 輸 送 617 587 565 ▲51 ▲21

営業利益 235 205 231 ▲3 +26

売
上
高

機 械 装 置 等 807 856 820 +13 ▲36

機 械 設 備 613 582 559 ▲54 ▲23

交 通 ・ 輸 送 193 273 261 +67 ▲12

営業利益 ▲47 59 65 +113 +5

全 社 費 用 ▲827 ▲941 ▲904 +77 ▲37

全
社

売 上 高 9,226 10,557 10,519 +1,292 ▲38

営 業 利 益 314 667 857 +543 +190

2026年2月期第3四半期 セグメント別概要

(単位：百万円)

※1 26年2月期第3Q計画：25年10月2日公表 業績予想
※2 セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い前期の数値も変更しております。
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セグメント別詳細：放電加工・表面処理

前期比 増収・増益

売 上 高： 5,948 ⇒ 7,208 ( +1,259)

営業利益：    953 ⇒ 1,465 (    +511)

売上高増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□航空・宇宙( ↑ / → )

 ◇前期比は、航空機エンジン部品の生産量の回復および防衛装備品の

需要の増加により増収。
 ◇計画比は、航空機エンジン部品はサプライチェーン上流の遅延影響を受け減収も

航空宇宙関連部品および防衛装備品の需要増加により、おおむね計画通りに進捗。

□交通・輸送( ↑ / ↓ )
◇前期比は、自動車表面処理部品が需要増加により増収。
◇計画比は、自動車表面処理部品の生産が想定を下回り減収。

□環境・エネルギー( ↑ / → )
◇前期比は、遠心圧縮機部品の石油・ガス産業における精製需要の増加
およびガスタービン部品がライン増設を見据えた前倒し出荷を実施し増収。

◇計画比は、ガスタービン部品の生産が想定を下回ったものの、遠心圧縮機部品の
 需要増加により、おおむね計画通りに進捗。

営業利益増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□( ↑ / ↑ )

◇前期比は、増収に加え、遠心圧縮機部品の生産性向上および前期に実施した
 価格改定の効果により増益。

◇計画比は、減収もガスタービン部品や防衛装備品の高稼働による原価低減効果
が寄与。さらに計画経費の延期により増益。

3,966 4,118 4,114 

246 282 268 
1,735 

2,821 2,825 
5,948 

7,222 
7,208 

25年2月期

第3Q実績

26年2月期

第3Q計画 

26年2月期

第3Q実績

環境・エネルギー 交通・輸送 航空・宇宙

（単位：百万円）

売

上

高

営 

業 

利 

益

953

1,343
1,465

25年2月期

第3Q実績

26年2月期

第3Q計画 

26年2月期

第3Q実績

0

0

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を
機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い前期の数値も変更しております。

航空宇宙

前期比は物量増と価格改定により増益

計画比では、航空業界のサプライチェーンの上流の遅延の影響

により低圧タービンブレードが減収。

減収も変動費の減少により増益⇒主に一貫生産の受注残増加に伴い

仕掛品が計画的に増加。期ずれで原価率が低下し当期利益を押し上げ。

なお、出荷とともに平準化見込み⇒これで良いか日高さんに聞く

環境・エネルギー

前期比は増収も生産立ち上げに伴い一時的に外注費増に加え

人員や設備等の先行費用により固定費が増加し減益

計画比は減収も固定費圧縮不足により減益
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セグメント別詳細：金型

前期比 増収・減益

売 上 高：   2,470 ⇒ 2,490 (+19)

営業利益：    235 ⇒    231 ( ▲3)

売上高増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□住宅( ↑ / ↑)

◇前期比は、国内向けアルミ押出用金型が省エネ基準適合義務化に伴う
 駆け込み需要の反動の影響により減収も、海外子会社における需要の増加で増収。

◇計画比は、国内向けアルミ押出用金型の需要が想定をやや下回ったものの、
海外子会社の需要増加で増収。

□交通・輸送( ↓ / ↓ )
  ◇前期比・計画比ともに、セラミックスハニカム押出用金型における大型製品の受注が

 減少し、減収。

営業利益増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□ ( → / ↑ )

 ◇前期比は、国内向けアルミ押出用金型の減収により、微減。
 ◇計画比は、増収および計画経費の延期により増益。

（単位：百万円）

235
205

231

25年2月期

第3Q実績

26年2月期

第3Q計画

26年2月期

第3Q実績

0

617 587 565 

1,853 1,891 1,924 

2,470 2,479 2,490 

25年2月期

第3Q実績

26年2月期

第3Q計画

26年2月期

第3Q実績

交通・輸送 住宅

0

売

上

高

営 

業 

利 

益

未着手
□厚木（事業所長資料より）

売上減少に伴う変動費の削減について問題はないが

労務費削減が少なく、営業利益は前期比計画比ともに減益

⇒前期比・計画比ともに減収および固定費圧縮不足で減益

□セラ（粗利一覧エクセルより）
前期比・計画比ともに減収も売上総利益が増加＝大型品やHAC等の高収益品の販売構成
比が増加、他分野転用の販売額も増加

⇒前期比・計画比ともに減収も大型品やHAC等の高収益品の販売構成比が増加し、増益
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セグメント別詳細：機械装置等

前期比 増収・増益

売 上 高：        807 ⇒ 820 ( +13)

営業利益：    ▲47 ⇒  65 (+113)

売上高増減要因（ 前期比 / 計画比 ） 
□機械設備( ↓ / ↓ )

◇前期比は、プレス機の販売は増加したものの、プレス機付帯設備や

  MF混合溶融装置等の販売が減少し、機械設備全体では減収。

◇計画比は、プレス機のシェアリングサービスにおいて案件獲得の未達により減収。

□交通・輸送( ↑ / ↓ )
◇前期比は、自動車関連プレス部品の価格改定により増収。
◇計画比は、自動車関連プレス部品の生産が想定を下回り減収。

営業利益増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□ ( ↑ / → )
   ◇前期比は、自動車関連プレス部品の価格改定に加え、

工場集約により固定費を圧縮し増益。
 ◇計画比は、減収も固定費圧縮により、おおむね計画通りに進捗。

（単位：百万円）

193 
273 261 

613 
582 559 

807 856 820 

25年2月期

第3Q実績

26年2月期

第3Q計画

26年2月期

第3Q実績

交通・輸送 機械設備

0

▲ 47

59 65

25年2月期

第3Q実績

26年2月期

第3Q計画

26年2月期

第3Q実績

0

売

上

高

営 

業 

利 

益

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。
これに伴い前期の数値も変更しております。
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固定資産

10,558

前年比：+801

流動資産

7,634

前年比： ▲160

純資産

8,824

前年比：+559

固定負債

4,441

前年比：+757

流動負債

4,927

前年比：▲675

資産の部 負債純資産の部

連結貸借対照表

（単位：百万円）

連結貸借対照表

自己資本比率

2026年2月期第3Q ： 43.4％
2025年2月期  ： 41.9％

◆流動資産7,634百万円 前年度末比160百万円減
〇受取手形の減少 85百万円

〇売掛金の減少 97百万円 等

◆固定資産10,558百万円 前年度末比801百万円増
〇建物および構築物の増加 132百万円

〇リース資産の増加 454百万円 等

◆流動負債4,927百万円 前年度末比675百万円減
〇電子記録債務の増加 198百万円

〇短期借入金の減少 1,406百万円

〇未払金の増加 525百万円 等

◆固定負債4,441百万円 前年度末比757百万円増
〇長期借入金の増加 387百万円

〇リース債務の増加 336百万円 等

◆純資産8,824百万円 前年度末比559百万円増
  〇利益剰余金の増加 357百万円

〇その他有価証券評価差額金の増加 178百万円 等
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2026年2月期 通期連結業績予想
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12,898 

14,101 

689 643
583

800
708

427

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

25年2月期

実績

26年2月期

予想

2026年2月期 通期連結業績予想

25年2月期
実績

26年2月期
予想

前期差 前期比

売 上 高 12,898 14,101 +1,203 109.3%

営 業 利 益 689 800 +111 116.1%

経 常 利 益 643 708 +65 110.0%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 583 427 ▲156 73.3%

(単位：百万円)

∎ 投資タイミングにより下期後半に先行投資費用や一過性経費が集中

26年2月期
上期実績

26年2月期
下期予想

＜参考＞
25年2月期
上期実績

＜参考＞
25年2月期
下期実績

売 上 高 7,101 7,000 5,952 6,946

営 業 利 益 616 183 166 523

経 常 利 益 571 136 137 506

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 343 84 80 503

(単位：百万円)

0
親会社株主に帰属する

当期純利益

上期対比減益要因
●先行投資費用の増加+90百万円：ガスタービン部品等の人件費、設備費
●一過性費用の増加+243百万円：生産設備の定期修繕や情報セキュリティ強化等
●減収の影響▲101百万円

前期対比減益要因

●法人税等が通常税率で税負担が増加し親会社株主に帰属する当期純利益は減益

事業所長より

小牧

売上減は3Qより4Qは稼働日が少ない、年度末に向け受注が一時的に減少傾向など

部門利益減は外部購入費(加工外注費、材料費）の増加、修繕費の4Ｑ集中など経費集中による圧迫

通期の見通しでは増収増益で推移しており好調と感じております。

岡山

追加設備の大半は３Qまでに入っており、残りも12月中の予定。

その設備を稼働させていき、売上が増えてきだしてくるのが、4Q。

セラ

売上では超大型品を3型を含め型数増によるものです。

HACは品質要求が厳格となり長納期から売り上げは来期になります。

3Ｑと4Ｑでの減収は経費増と仕掛減が要因です。

①修繕のずれ込みが発生すること（経費増）

②HAC型施工の工具、治具類、IGT部品のドレッサーなど準変動が増えること（経費増）

③IGT放電の応援人員による人件費が増えるること（経費増）

④足もと大型品の受注動向から仕掛を落とすと見通していること

但し④については12月受注が動きだしており、早期着手にて圧縮できる方向と見ており、

1月見通しで4Ｑは少なくとも3Ｑ利益を上回れると見ています。

●増員や設備投資による固定費の増加に加え、延期した経費が下期後半に集中

●ガスタービン部品や防衛装備品の高稼働維持による原価低減効果を見込む

●先行投資費用+90百万円：IGT増員+40設備費+50M等

●一過性費用+243百万円：設備費+90M、その他製造経費+50M、本社費+100M

上期対比減益要因
●先行投資費用の増加+131百万円：ガスタービン部品等の人件費、設備費
●一過性費用の増加+140百万円：生産設備の定期メンテナンスおよび研究開発費等
●減収による影響等



みんなの「知らない」をカタチにする

本資料に記載された目標や予測等、将来に関する記載や記述があります。
資料作成時点での当社の判断に基づき作成したものであり、その情報の正確性を保証するものではありません。
また、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績や結果とは異なる場合があります。
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